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中上　哲一　議員

①
過
疎
対
策
事
業
と
の
違
い

　

地
方
創
生
事
業
と
過
疎
対
策
事
業
の
目
的
は

重
な
る
部
分
が
多
い
と
思
う
が
、
両
事
業
の
関

係
と
相
違
点
に
つ
い
て
。

②
第
５
次
西
ノ
島
町
総
合
振
興
計
画
と
の
関
係

　

５
次
総
振
計
画
（
Ｈ
25
年
〜
Ｈ
34
年
）
と
地

方
創
生
事
業
と
の
位
置
づ
け
と
整
合
性
、
又
、

計
画
と
実
施
へ
の
組
織
体
制
と
時
期
に
つ
い
て

の
関
係
は
。

③
人
材
不
足
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
各
事
業
所
の
人
材
が
不
足
し
事

業
活
動
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
。
国
、
県
、

町
の
対
策
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
元
産
業
の

た
め
の
人
材
確
保
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
地
方

創
生
事
業
に
よ
り
対
応
で
き
な
い
か
。
外
国
人

技
能
実
習
制
度
の
活
用
は
ど
う
か
。

①
過
疎
対
策
事
業
は
、
人
口
減
少
率
と
財
政
力

指
数
を
基
に
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た
地

域
が
、
特
別
措
置
に
よ
る
自
立
促
進
を
図
り
、

住
民
福
祉
の
向
上
や
地
域
格
差
の
是
正
な
ど

を
目
的
と
し
て
行
う
事
業
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
に
係
る
事
業
は
、
人
口
減
少
対

策
や
地
域
の
住
み
よ
い
環
境
確
保
、
活
性
化

な
ど
を
目
的
と
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
・
創
生
法
」
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
る
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
の
施
策
の
実
施
に
あ
た
り
、

国
が
「
情
報
支
援
」「
人
的
支
援
」「
財
政
支
援
」

を
行
う
事
業
で
あ
る
。

　

両
事
業
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
過
疎
計
画
以

外
の
事
業
で
も
「
総
合
戦
略
」
の
施
策
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
新
型
交
付
金

の
対
象
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

②
総
合
振
興
計
画
は
社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
町
の
目

指
す
べ
き
姿
や
そ
の
実
現
に
必
要
な
施
策
を
載
せ

た
、
町
政
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
、
地
方
創
生
の
目
的
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
み

よ
い
環
境
確
保
な
ど
同
じ
方
向
を
目
指
し
て

い
る
事
か
ら
、
総
合
振
興
計
画
の
推
進
が
地

方
創
生
に
繋
が
っ
て
行
く
も
の
と
思
う
。

　

な
お
、
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
為

の
具
体
的
な
取
組
内
容
等
の
検
討
は
、
官
民

で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
４
月

を
目
処
に
立
ち
上
げ
、
島
根
県
の
総
合
戦
略

を
勘
案
し
な
が
ら
、12
月
頃
に
は
「
総
合
戦
略
」

の
案
を
示
し
て
い
く
。

③
全
国
的
に
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
今
後
は

市
町
村
間
で
人
材
確
保
の
競
争
が
激
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
事
業

所
へ
の
人
件
費
の
軽
減
策
だ
け
で
な
く
、
生
活

面
で
の
環
境
整
備
は
行
政
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
本
町
で
の
生
活
や
職
場
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
本
町
で
も
民
間
に
お
い
て
確
保
の
動
き

が
見
ら
れ
、
労
働
力
不
足
を
補
う
方
法
の
ひ

と
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

総
合
戦
略
の
策
定
に
お
い
て
、
民
間
や
専
門

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
招
致
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
大
都
市
圏
か
ら
の
還
流
や
、

地
元
の
人
材
の
確
保
・
定
着
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
の
確
保
に
必
要
な

施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

尾﨑　満　議員

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
全
国

の
地
方
自
治
体
で
は
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の

展
望
を
提
示
す
る
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
今
後

５
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
ま
た
、

具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
、「
地
方
創
生
」
元
年
で
あ
り
、
地
方

の
や
る
気
が
試
さ
れ
ま
た
そ
の
力
量
も
問
わ
れ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
西
ノ
島
創
生
」
の
重
要
な
一
年
と
考
え
る
が
、

準
備
状
況
も
含
め
町
長
の
考
え
は
。

　

西
ノ
島
創
生
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
場
の

創
出
に
つ
な
が
る
産
業
の
振
興
、
安
心
し
て

産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
子
育
て
支
援
・

少
子
化
対
策
を
最
優
先
に
考
え
、
福
祉
・
医
療
・

教
育
の
充
実
も
人
口
減
少
対
策
に
は
欠
か
せ

な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

実
行
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
組
み
、

重
点
的
な
取
組
み
が
必
要
な
も
の
は
、
基
幹

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
検
討
し
、
優
先
順
位

や
実
現
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
総
合
戦
略
に

盛
り
込
ん
で
実
施
し
て
い
く
。

　

次
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
状
況
は
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
進
め
方
の
方
針
な
ど

検
討
中
で
あ
り
、
本
町
の
「
総
合
戦
略
」
案

を
12
月
頃
に
は
示
し
た
い
。

　

現
在
の
状
況
は
、
策
定
の
前
提
と
な
る
人
口

の
現
状
及
び
将
来
の
見
通
し
を
基
に
し
た
「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
中
で
あ
る
。

小島　正春　議員

　

国
を
挙
げ
て
の
施
策
で
あ
る
地
方
創
生
と
人
口

減
少
問
題
に
つ
い
て
、
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
に

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
総
合
戦
略
の
中
身
次
第
で
国
の
交
付
金
に

差
が
生
じ
る
と
あ
り
、
各
自
治
体
の
知
恵
比
べ
で

も
あ
り
、
自
治
体
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。
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総
合
戦
略
を
作
成
す
る
ま
で
の
過
程
と
メ
ン

バ
ー
構
成
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

町
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
夢
と
笑
顔
の
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
を
実
行
す
る
う
え
で
、
ど

の
よ
う
な
戦
略
を
行
う
か
。

　
「
総
合
戦
略
」
を
作
成
す
る
ま
で
の
過
程
に
つ

い
て
は
、
人
口
の
現
状
及
び
将
来
の
見
通
し
を

基
に
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、
総

振
の
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
さ
れ
た
内
容

か
ら
今
後
５
ヶ
年
の
目
標
や
基
本
的
方
向
、
具

体
的
な
施
策
と
し
て
ま
と
め
作
成
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て
は
、
官
民

で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
そ
れ

ら
を
と
り
ま
と
め
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

構
成
し
た
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
は
、

子
育
て
世
代
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
る
な
ど
、
実

益
性
の
高
い
計
画
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
「
夢
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、「
人
の
力
」
が
主
役
に
な
っ
た
町
づ
く
り

を
進
め
、
豊
か
な
資
源
を
活
か
し
、
み
ん
な
で

助
け
合
い
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

西
ノ
島
の
実
現
に
向
け
、
総
合
振
興
計
画
の
着

実
な
推
進
に
傾
注
す
る
。

安達　静香　議員

　
『
図
書
館
が
人
を
育
て
、
人
が
図
書
館
を
育
て

る
』
と
云
わ
れ
、
図
書
館
は
地
域
の
中
で
も
住

民
の
知
の
拠
点
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
県
内
で
も
公
立

図
書
館
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
本
町
だ
が
、

図
書
館
構
想
を
策
定
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

　

併
せ
て
、
小
中
学
校
新
校
舎
の
学
校
図
書
館

は
小
中
共
有
型
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
予
定
だ
が
、

本
町
唯
一
の
学
校
図
書
館
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、

ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
活
用
し
て
い
く
か
。

　

図
書
館
は
、
読
書
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
も
と

よ
り
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
年
齢
層

が
気
軽
に
利
用
し
や
す
い
こ
と
や
、
憩
い
の
場
、

学
習
の
場
、
又
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
な
ど
、

そ
の
役
割
と
機
能
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

　

読
書
活
動
を
通
じ
て
様
々
な
情
報
、
知
識
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
的
で
豊
か
な
心
と
う

る
お
い
の
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
施

設
整
備
の
必
要
性
を
常
々
認
識
し
て
お
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
施
設
整

備
の
早
期
実
現
を
目
指
す
。

　

読
書
活
動
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
知
的
活

動
や
豊
か
な
情
操
を
育
み
、
人
格
形
成
の
上
で

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
小
中
学
校
に
お
い
て
「
子
供
読
書

県
し
ま
ね
事
業
」
を
活
用
し
、
学
校
司
書
や
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
、
小
学
校
で
は
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
。

　

28
年
度
に
は
公
民
館
図
書
室
と
学
校
図
書
館
を

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
予
定
で
あ
り
、
双
方
か
ら
蔵

書
の
検
索
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

　

新
校
舎
完
成
後
の
学
校
図
書
館
は
、
人
的
配

置
や
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
っ
て
、
蔵
書
の
管

理
、
整
備
の
充
実
等
を
継
続
し
て
子
ど
も
た
ち

の
主
体
的
な
調
べ
学
習
、
あ
る
い
は
安
心
し
て

過
ご
せ
、
心
安
ら
ぐ
空
間
と
な
る
よ
う
小
中
学

校
の
教
職
員
と
も
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
有
効

活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

10
年
目
を
迎
え
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
、
地

域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
、
そ
し
て

今
後
の
方
向
性
と
具
体
的
な
案
を
伺
う
。

　

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
両
面
で
様
々
な
ふ
る

さ
と
教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
校
で
は
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
地
域
交
流
、
小
学

校
の
発
表
会
、
中
学
校
の
演
劇
活
動
、
ジ
オ
学
習
、

清
掃
活
動
等
、
社
会
教
育
で
は
地
域
力
醸
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
自
然
観
察
会
、
公
共
施
設
の
見
学
な
ど

を
公
民
館
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
方
々
の
学
校
や
子
供
た
ち
を
支
援
す
る

意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
学
校
で
総
合
的
な
学
習
の

時
間
数
が
大
幅
に
減
り
、
統
合
前
の
３
校
が
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
た
交
流
事
業
等
は
全
部
継

続
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
一
部
見
直
し

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
小
中
学
校
が
連

携
し
て
成
長
の
過
程
に
見
合
っ
た
活
動
を
す
る

こ
と
や
「
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」、

「
キ
ャ
リ
ヤ
教
育
懇
話
会
」
等
で
議
論
を
深
め
、

様
々
な
分
野
か
ら
意
見
を
伺
い
、
充
実
し
た
ふ

る
さ
と
教
育
の
具
体
策
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

中上　省三　議員

　

フ
ェ
リ
ー
し
ら
し
ま
は
年
間
通
し
て
境
港
の

着
時
間
は
13
時
20
分
で
あ
る
が
Ｊ
Ｒ
境
線
の
土

曜
、
休
日
ダ
イ
ヤ
は
境
港
発
13
時
22
分
で
、
乗

り
換
え
時
間
が
２
分
し
か
な
い
。　

　

西
郷
発
を
８
時
15
分
に
す
れ
ば
乗
り
換
え
時

間
が
で
き
る
。
又
、
冬
ダ
イ
ヤ
の
フ
ェ
リ
ー
し

ら
し
ま
は
境
港
発
14
時
10
分
で
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
着

は
平
日
が
14
時
３
分
、
土
曜
、
休
日
は
14
時
14

分
で
あ
る
た
め
、
土
曜
、
休
日
に
フ
ェ
リ
ー
の

発
時
間
を
14
時
30
分
に
す
れ
ば
解
決
で
き
る
が

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

フ
ェ
リ
ー
「
し
ら
し
ま
」
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

は
、
始
発
を
早
め
る
と
鮮
魚
類
の
積
み
込
み
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
や
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
始
動

時
間
を
早
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
又
、
過
去
８

時
発
と
し
た
際
に
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
経

緯
も
あ
り
、
現
在
の
ダ
イ
ヤ
と
な
っ
て
い
る
。

　

境
港
13
時
20
分
着
の
フ
ェ
リ
ー
に
は
、
米
子
行

の
接
続
バ
ス
も
運
行
さ
れ
て
お
り
、
冬
ダ
イ
ヤ
の

際
に
は
、
そ
ち
ら
の
方
を
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

　

ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
の
冬
ダ
イ
ヤ
の
境
港
発
を

20
分
遅
く
す
る
と
終
着
の
西
郷
港
で
路
線
バ
ス

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
問
題
も
あ
る
。


